
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ ○ 有

4 社外取締役 ○ ○ 有

5 社外取締役 新任

6 社外取締役 ○ ○ 新任 有

7 社外取締役 新任

8 社外監査役 ○ ○ 有

9 社外監査役 ○ ○ 有

10 社外監査役 ○ ○ 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

5

岸本　有巨

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

田中　栄一

勝屋　敏彦

林　史朗

伊藤　公一

青山　慶二

番号

田中栄一氏は、郵政省及び総務省の要職を歴任されてきたことに加え、NTTコミュニ
ケーションズ株式会社では、会社経営に関与されるとともに、事業とSDGsを関連付
けた取組みにも深く携われてこられました。SDGsへの企業の貢献が期待される中、
これらの経験を通じて培われた専門的な知識等を当社の経営に活かし、当社取締役
会に貴重な提言をいただくとともに、適切な監督機能を果たしていただけると判断
しております。また、同氏と一般株主との間に利益相反が生じるおそれがないこと
から、独立役員として指定しています。

尚山勝男氏は、アサヒビール株式会社などにおいて要職を歴任されるとともに、ア
サヒグループ食品株式会社において代表取締役社長を務められるなど、企業経営や
食品事業に関する豊富な経験・見識を有しています。これらの経験や見識に基づ
き、当社グループにおいて取り組む様々な事業など当社経営に対する助言や指導を
行っていただくとともに、適切な監督機能を果たしていただけると判断しておりま
す。また、同氏と一般株主との間に利益相反が生じるおそれがないことから、独立
役員として指定しています。

デイビッド・G・リット氏は、慶應義塾大学ロースクール教授としての豊富な経験と
国際法務の分野における専門的な知見に加え、再生エネルギ―企業の代表取締役を
務められるなど企業経営やSDGsの分野においても知見を有しています。これらの経
験や知識・見識に基づき、当社経営に対する適切な助言や適切な監督機能を果たし
ていただけると判断しております。また、同氏と一般株主との間に利益相反が生じ
るおそれがないことから、独立役員として指定しています。

武見浩充氏は、深い学識に裏付けられたコーポレート・ガバナンス及びコーポレー
ト・ファイナンスに関する豊富な経験・実績・見識を有しております。また、金融
機関において経営に関与された経験も有しており、これらの幅広い経験や知見を当
社の経営に活かし、適切な監督機能を果たしていただけると判断しております。ま
た、同氏と一般株主との間に利益相反が生じるおそれがないことから、独立役員と
して指定しています。

大和田征矢氏が所属する光通信グループ（以下「光通信」）は、当社の大株主であ
り、これまで中長期的な企業価値の向上に向けた建設的な対話を重ねてきていま
す。 これまでの対話を踏まえ、当社株主として企業価値向上の利益を共有する光通
信が推薦する同氏を当社の社外取締役に選任することが、当社の長期的な企業価値
向上に向けた建設的な対話関係をより一層深め、当社企業価値向上に資する各種経
営施策について迅速な意思決定を行うとともに、株主共同の利益を意識した監督機
能を高めることに資すると判断したものであります。 また、同氏は、損害保険会社
の経営に携わっておられ、資産運用を含む保険会社の業務に関する豊富な経験と高
い見識を有しています。これらの経験と見識を活かして保険会社グループである当
社子会社の経営管理をはじめ当社経営に対する助言や建設的な提案を期待していま
す。
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定時株主総会に社外役員の選任議案が付議されるため

尚山　勝男

デイビッド・G・リット

武見　浩充

大和田　征矢

該当状況についての説明（※４） 選任の理由（※５）

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。
※６ 独立役員を１名以上確保できていない状況が生じた場合又は社外取締役を１名以上確保できていない状況が生じた場合、有価証券上場規程上の企業行動規範に

違反する状態が発生することとなりますので、速やかに東証の上場会社担当者までご連絡ください。

勝屋敏彦氏は、長年にわたり銀行・証券会社等における幅広い金融実務に従事して
きた経験に加え、上場企業経営をはじめグループ企業経営、スタートアップ企業経
営など様々な企業経営の実績を有しています。金融実務と企業経営の双方に精通し
た同氏の高度な知見を活かし、保険事業を営む当社グループ経営に対する助言と適
切な監督機能を果たしていただくことを期待しています。

林史朗氏が所属するダルトン・インベストメンツ・インク（以下「ダルトン」）
は、当社の主要株主であり、これまで中長期的な企業価値の向上に向けた建設的な
対話を重ねてきています。 これまでの対話を踏まえ、当社株主として企業価値向上
の利益を共有するダルトンが推薦する同氏を当社の社外取締役に選任することが、
当社の長期的な企業価値向上に向けた建設的な対話関係をより一層深め、当社企業
価値向上に資する各種経営施策について迅速な意思決定を行うとともに、株主共同
の利益を意識した監督機能を高めることに資すると判断したものであります。 ま
た、同氏は、金融業界での経験が長く、金融の専門家及び投資家としての豊富な経
験や専門知識を有しています。同氏が有する豊富な経験と高い専門的な知見を活か
し、株主・資本市場の観点から当社の経営に対する助言や建設的な提案を期待して
います。

伊藤公一氏の兼職先である東京大学と当社子会社との間におきまして
は、ペットの健康や医療等に関する共同研究を行っておりますが、同氏
はこれらの共同研究には関与しておらず、独立性に影響を及ぼすもので
はないと判断しております。

伊藤公一氏は、東京大学大学院准教授として、生命科学の分野における専門的な知
識と経験を有しており、これらの専門的な知識・経験と高い見識を当社の監査体制
の強化に活かしていただけると判断しております。また、同氏と一般株主との間に
利益相反が生じるおそれがないことから、独立役員として指定しています。

青山慶二氏は、国税庁で税務行政の多様な分野に携わってこられ、企業会計・税務
に関する相当の知見を有しておられます。また、教育・研究・社会貢献活動におい
ても優れた業績を残しておられ、国際税務分野での第一人者として、高い評価を得
ています。これらの専門的な知識・経験と高い見識を当社の監査体制に活かしてい
ただけると判断しております。また、同氏と一般株主との間に利益相反が生じるお
それがないことから、独立役員として指定しています。

岸本有巨氏は、弁護士として法律に関する専門的な知見と豊富な経験を有してお
り、それらを当社の監査体制に活かしていただけると判断しています。また、同氏
と一般株主との間に利益相反が生じるおそれがないことから、独立役員として指定
しています。


